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谷 何 1 2 1 た 

エ
ジ
プ
ト
 

と の
 授
 
資
 保
護
 
協 定 

一
 

国民 
」 
と
 は 、
 
一
 

方 
の 

緒 
約 

国 
た 
関
し
 

て は 、 
当 

該
 

一 
方 の 締約 

岡
 

の 
国
籍
 

を 古 す る 
自
然
 

人 
を ゎ う eo 

[
会
社
]
 

と 
は 、 

訂 
限
 

責 
任 

の 
も 

の で ある 
か 
ど
う
 

か 
、 

法 
人 

格 
を 

有
す
る
 

も の で あ
る
 
か ど

う
 
か 、 ま 

た 
、 人 金

銭
 

的 
利
益
 

を 
目
的
 

と する 
も 

の 
で 
あ
る
 

か 
ど
う
 

か 
を
 

問わ ず 、 
社
 

団 
法 

人 、 組
 
合 

、 
会
 

社 その 他 
の 
団
体
 

を ゃ う 。
 
一
 

方 の 締
約
 
因 の 

関
係
 
法
令
 

だ 
基づい ゎ て 

成
立
 

し 、 
カ
 つ 、 
当
 

恋 
一 

方 
の 
締
約
 

国 
の 
領
域
 

内 
の 

住所 を 有
す
る
 
会
 

社 
は 、 当 

恋
 

一 
方 の 締

約
 

国 
の 

会 
社 

と 
認め られ 

る 
。 

第
 | 条 

各
 

締
 
約
 
国 は 、 自

 
国 

の 
領
域
 

内 におい ゃ て 、 
他
 

方 の 締
約
 

国 の 国
民
 

及
び
 

会 
社 

な よる 
投
資
 

を 
で きる 

限
り
 
助
長
 
し 

、 か つ 
、 
自
 

国 の 関係 

法
令
 

な 
従 つ て 

許
可
 
する 

。 

い
ず
れ
 

の 
一 

方 の 締
約
 
困 の

 
国民 及

び
 

会 
社 

も 、 他
 

方 の 締
約
 国 の 

領
域
 

内
 
お いて 、

 
投
 

資 
の 
許
可
 関し
 
、 第

 
三
国
 
の 国

民
 
及び 

会 
社 

与
え
 

られ る 
待
遇
 

より 
6 も 
不
利
 

で 
な 
待
遇
 

を 
与
え
 

られ る 
。 

第
 
三条 

い
ず
れ
 の
 
一
 

方 の 締
約
 国 も 、 自

 
国 

の 
領
域
 

内 に お い
て
 、 

他
 
方 の 

締
約
 

国 の 国
民
 
及び 

会
 

社 の 投
資
 
財
産
 
及び 

収
益
 

に 
対し 、 当

 恋
 

一 
方 

の 
締
約
 

国 の 国
民
 
炎 び 

会
 

社 
又 は 第 

三
国
 
の 国

民
 
及び 

会
 

社 の 投資 
財 

産
 

及 び
 

収 
益 

に 
与え 

る 
待 

員 
より も 

不
利
 

な 
待遇 

を 
与
え
 

て は な 
ら 

な 
o
o
 い
ず
れ
 の
 
一
 

方 の 結
 

約 
国 の 困 

民
 
及
び
 

会 
社 

も 、 他
 

方 の 締
約
 国 の 

四
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領
域
 

内 に お いて 、
 
投
 

資 
に 
関
連
 
する 次 

の 
事
業
 
活
動
 

を 
含む 

すべ 
て 

の 
形 

骨 
の 
事
業
 
活
動
 

に 
従
事
 

する こと 
に
 

関し 、 当 
該 
他
 

方 の 締
約
 

国 

の 
国
民
 

及び 
会
 

社 
又 は 第

 
三 還 の 

国
民
 
及
び
 

会 
社 

に 
与
え
 

られ る 
待 

過 
よ
り
 

も 
不
利
 

で 
な 
待
遇
 
を
 
与
え
 

られ る 
。 

ゆい 
支
店
 

、 代 
理
 

店 
、 

事 
務 

所 
、 

工 
場 

そ の 他 
の 
事
業
 

活
動
 

の 
遂行 の 

た 
め 
適
 
当 な 

施
設
 

の 維持 

MM 
自
己
 

が 設
立
 

し 、 又 
は 
取
得
 

し た 
会
 

社 の 支
配
 
及び 

経営 

ゅ 
会
計
 

士
 
等 の 技

術
 
君 

、 
高
 

級 取 員 
、 

弁 
護 

士 
、 

代 
理 

を 
業 

と する 

者
 

その 
他 

の 
専
門
 
家 の 

雇 
用 

M 
契
約
 

の 締
結
 
及び 履

行
 

第 
四条 

い
ず
れ
 の
 

一 
方 

の 
綺 

対 
国 の 国

民
 
及
び
 

会 
社 

も 、 他
 

方 の 緒 
約 回 の 信 

城
内
 

ホホ いて 、
 
自
 
己 の 

権
利
 
の 行

使
 

及び 
擁
護
 

の 
た 

めす べ 
て 

の 
舌 

級 
な 
わ
た
 

り 
栽
 

判 
所 

の 
裁
判
 

を 
受け 及び 

行
政
 
機
関
 

を 
対し て 

申
立
 

て を きす 
る 
権
利
 

人
 
関
し
 、 当 

談 
他
 

方 
の 
締
約
 

国 の 国
民
 
及び 

会
 

社 
又 は 第

 
三
国
 

の 
国
民
 

及
び
 

会 
社 に 

与
え
 

られ る 
待
遇
 

より も 
不
利
 

で 
な 
待
遇
 

を 
与え らち 

れ
る
 。 

第 
五条 

1 
い
ず
れ
 の
 
一
 

方 の 縮
 

対 
国 の 困 

民
 
及び 

会
 

社 の 投
資
 

財
産
 
及び 

収益 
も も 、 

仙 
方
 

の 
締
約
 

国 
の 
領
域
 

内 人 お か て 
、 
不
 
断 の 

保
護
 
及び 

保
障
 

を 

受
け
 る 。 

z 
い
ず
れ
 カ の
 
一
 

方 の 締
約
 

国 の 国民 
及び 

会
 

社 の 投
資
 
財
産
 
及び 

収益 
も
 、
 
他
 

方 の 締
約
 

国 
の 
領
域
 

内 
に お いて 

、 
次 

の 条
件
 

が 江
 
た され な 

エ
 

ジ ラプ ブ : 
と 

の 
授 

資
 
保
護
 協定 
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三



村
 

償 に
 

3 アム 

ェ エ
ジ
プ
ト
 

と の
 
投
資
 
保護 上 定 

ゎ 
了 
蝶
 り 、
 収
 
用 、

 国 
有 
化
 
若
し
く
は
 
制
限
 

又
は
 

と れ ら 
と 
同
等
 

の 交 
果 

を 
有
す
る
 
そ
の
 

他 
の 
措
置
 

の 
対
象
 

と し 
て 

は な ら 
な 

みわ 
。 

ゅ 
そ
の
 
措
置
 

が 公
共
 
の た

 め
 
、 か 

つ 
、 
正
 
当 な 

法 
の 
手
続
 

に 
従 

つ て 

と 
らち られ 

る 
こ
と
 。 

pM 
そ
の
 
措
置
 

が 
差
別
 

的 
な 

も 
の で な 

いと 
と 

。 

M 
そ
の
 
措
置
 

が 
迅速 

、 
適 

当 か つ 
復
 

果 
的 な 補

償
 
を
 

件 
つ
て
 

と ら
れ
 

る 
と 

と 
。 

az に 
い
う
 
補
償
 

は 
、 
収
 
用 、 国 

有 
化
 
若
し
く
は
 
制
限
 
若
し
く
は
 

と れ 

らち 
と 
同
等
 

の 
効
果
 
を 有

す
る
 
そ
の
 

他 
の 
措
置
 

が 公
表
 
され 

妨 
時
 

又は そ 

れ 
ら 

の 
搭
 
置
 
が と ら カ 

た 
時
 

の 々 ず
れ
 

か 
早
々
 

方 
の 

時 に ぁ 
け 

る 
投
資
 

財
産
 

及
び
 
収
益
 

の 
通
常
 
の 市

 
場 

価 
格 ( 

最 
終 

的 
名 

と られ 
た 

措 

通
さ
 

れ た と 
と 

に 
よ
る
 
価
格
 

の 
減
少
 

を 
含
ま
 

な い 。) 
に 
相
当
 

す
る
 
価
額
 

の 
も 

の 
で 

な 
け
れ
 

ば 
な 

ら 
な 

わか 
。 和 補

償
 

は 
、 

遅 
属 

な 
く 

行 
わな けれ 

ば 

な 
ら 

な 
みわ 

。 
補 

償
 

は 
、 

実 
際 

に 
換
価
 

し か つ 
自
由
 

に 
移
転
 

する と と が 

で 
き
る
 

も 
の 
で
 
行
わ
 
な 

け
れ
 ば な 

ら 
な 

いい 
。 和 補

償
 

を 
決
定
 

し 及び 
実
施
 

す
る
 

た め 、
 
収
 用 、 国 

有 
化
 
若
し
く
は
 
制
限
 

又
は
 

と れ ら 
と 
同
等
 

の 効 

果 
を 
有
す
る
 
そ
の
 

他 
の 
措
置
 

が と 
られ る

 
時 まで 

の に 、 
妥 

当 
な 
方
 
法 で 

適
当
 

な 
準
備
 

を 
し 

な 
けれ ば な 

ら 
な 

らい 
。 

い
ず
れ
 の
 
一
 

方 の 灯 
対
 

国 
の 
国
民
 及
び
 

会 
社 

も 、 他
 

方 
の 
締
約
 国 の 

領
域
 

内 に お
 
て
 
、1 

か 
ら 

s 
ま 

で @ に 
規
定
 

する 
事
項
 

に 
関し 、 当

 該 

他
方
 

の 締
約
 

国 の 国
民
 
及び 

会
 

社 
又 は 第

 
三
国
 

の 
国
民
 及び 

会
 

社 々 与 

えら ち れ 
る 
待
遇
 

は より 
も 
不
利
 

で 
な 
待
遇
 
を
 
与
え
 

られ る 
。 

第
 大 条 

い
ず
れ
 カ か 

一 
方 の 縮 

約
 

国 の 国
民
 
及
び
 

会 
社 

で 、 他
 

方 の 緒
 

約 
国 の 領 
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す
る
 

和 伴 遇 
| 
城
内
 
お
 

て
 、
 
敵 
対
 

行 
為 

の 
発
生
 
又は 国

家
 

緊
急
 
事
態
 

ほ により 
投
資
 

財 
産
 

、 
収 

益 
又 

は 
投
資
 

に 
関
連
 
する 
活
動
 

に 
関し て 損

害
 

を 
超 

つ た も の は 
、 

原
状
 

回 
復 、 損

 失 補
 

償 そ の 
他 

の 
補
償
 
的
 

描 
置 

に 
関し 

、 当 
該 
他
 

方 の 締 
約
 

国 の 国
民
 
及
び
 

会 
社 

又 
は 

第 三
国
 
の 国

民
 
及
び
 

会 
社 

に 
与
え
 

られ る 
待 

過
 
よ り 

も 
不
利
 

で 
な 
待
遇
 

を 
与
え
 
られ る 。 

と 
の 

条 
の 
規
定
 

に 基
づ
く
 

支
払
 

は 
、 

実 
際 

に 
換
価
 

し か つ 
自
由
 

人 に 
移
転
 
する 

と 
と 

が で きる 
も 

の 
で 

行
わ
 

な けれ ば な ら な か 。 

第 
七条 

ず
れ
 か
 
一
方
 

の 締
約
 
国 が 、 自

 
国 の 国

民
 

又は 
会 

社 
に 

対し 、 
他
 方 

の 
締
約
 

国 
の 
領
域
 

内 に ある 
投
資
 

財
産
 

に 
関し 

て 引
き
 

受け た 
保
証
 

に 基 
づ
い
 

て 
支
払
 

を 行
う
 
場
合
 

に は 、 当 
該
 

他 
方 

の 
締
約
 国 は 、 当 

該
 

支 
払 の 

原
因
 

が 
生じ 

た 
投
資
 

財
産
 

に 
関す る 当

該
 

国 
民 

又 
は 

会 
社 

の 
板 

利 
又 は 請 

求
 

橋 の 当
 

談 
一 

方 の 締
約
 

国 
へ の 移

転
 
及び と れ に

 
関
連
 

し 
て 生
ず
る
 

当 
談
 

国 
民 

又 
は 

会 
社 

の 諸
 

求 
客 

又 
は 

訴 
権 

に 
つい ゎ て 

の 
当 

談
 

一 
方 の 締

約
 国 

を 
は 

る 
代
位
 

を 承
認
 
する 。 そ 

の 
橋
 

利 
又は 請

求
 

格 
の 
移
転
 

に 
基 づ ゎ 

て 
当
 

談 一 
方 

の 
縮 

約 
国 に の 

対し て
 
支
払
 

われ る 
資
金
 

の 
移
転
 

に 
つ ゎ て 

は 
、 

仏
 

五 
条 

2 か ら 
4 

ま 
で 

、 
前 
条
 
及 び 

次
 

条 の 規
定
 

を 
準
用
 
する 

。 

第
 
八条 

い
ず
れ
 の
 

一 
方 

の 
締
約
 
国 の 

国
民
 
及
び
 

会 
社 

も 、 当
 

該 一 
方 の 締

約
 国 

の 
国
民
 
及
び
 

会 
社 

の 
投
資
 

に 
関
連
 

し 
て 
行
わ
 れる 

支
払
 

、 送
 

金 
及
び
 次 の 

も 
の 

を 人 人馬 
む 
資
金
 

又は 金
銭
 
証
券
 

の 
移
転
 

で 、 所 
締
約
 

国 の
 領
域
 
の 関 及 

び 
他
 

方 の 締
約
 

国 
の 
領
域
 

と 
第 三
国
 

の 
領
域
 

と の 
問 

に 
お 
て
 

行
わ
 れる 

も 
の
 
関
し
 

、 当 
恋 
他
 

方 
の 
締
約
 

国 
に より 、 

当 
該 
他
 

方 の 締
約
 

国 の 国 

ェ エ
ジ
プ
ト
 

と の
 投
資
 
保
護
 
協定 
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ェ エ
ジ
プ
ト
 

と の
 投
資
 
保
護
 
協定 

民 
及 

び 
会
 

社 
又 は 第 

三
国
 
の 国

民
 
及
び
 

会 
社 

に 
与
え
 

られ 
る 
待
遇
 

は り も 

不
利
 

で 
な 
待
遇
 

を 
与
え
 

らち れる 
。 

0 
資
本
 

な 
収
益
 

仙 
貸
付
 

け の 返
済
 

金 

人 
投
資
 

財
産
 

の 
全
部
 

又は 
一 

部 の 清
算
 

の 価
格
 

第 
九条 

と 
の 

和 
協
 定 

は 
、 ゎ ず

れ
 か
 
一
 

方 の 締
約
 

国 の 国
民
 
及び 

会
 

社 の 投
資
 

財 

産
 

及 び
 
収
 
益 で 、 こ と の 

協
定
 

の 
効
力
 
発
生
 

前 に 他
 

方 
の 
約
 

国 
の 

領域 内 

に 
お 

っ 
て 
当
該
 

他
方
 

の 
緒 

約 
国 

の 
関
係
 
法
令
 
に 

従 つ て 
取
得
 

され た 
も 

の 

な 
つい 

で 
も 
適
用
 する 。 

第
 
十条 

と 
の 
協
定
 
吐 、 両

 
締
約
 

国 
間 の 外

交
 

関
係
 
又は 

領
事
 
関
係
 

の 有
無
 

ほか 

か 
わら ちず 

、 
適
 用 する 。 

第
 

十 一 条 

各 
和 
締
約
 国 は 、 他

 
方 

の 
締
約
 

国 
の 
国民 

又は 
会 

社 
が 
行う 

扱 
資 か ら 生 

ず
る
 
法
律
 

上 の
 
紛
争
 

を 、 そ の 
国
民
 

又は 会
 

社 の 要
 

講 
が あつ 

た 
と き は 

、 

千 
九
 

百 大 
十
 

五 
年 

三 
月 

十 
八 

日 
に 
ワシ ント 

ン 
で 
作
成
 

され た 
国
家
 
と 他 

の 
国
家
 

の 
国
民
 

と の 
間 

の 
投
資
 

綴 
争 

の 
解
決
 
を 
関す る 条

約
 
の 規

定
 
な 従 

っ
 、
 
調
 

停 
又 

は 
仲
裁
 

に 
付
託
 

する と と に 
同
意
 

する 。 
紛
 

争 の 当
事
者
 

が 

その 
紛
争
 
を 調

停
 
又は 

仲 
壇 

に 
付
託
 

する と と
 
同
意
 

する 
日
 
の 前

 
又は 

そ
の
 

日 人 に 他
方
 
の 締

約
 

国 
の 
国民 

又は 
会 

社 
が 
支
配
 

し 
て 々 た 

か 
又は 

支 

配
 し て ゎ る 

一
 

方 の 締
約
 

国 の 会
 
社 は 、 同 条

約
 

の
 適
用
 

上 、 同 
条約 
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二 
十
 

五 
条 Qb 

の 
規
定
 

の 
従い 、 当 

談
 

他 
方 

の 
緒 

約 
国 

の 
会 

社 
と し て 

取 
り
り
 

扱
 
われ る 。

 
調
 

停 
又
は
 

仲 
載 

の 
ゎ ず れ か が 

よ
り
 
適
切
 

な 
手
続
 

で ある か 
々 
つ
い
 

て
 
意
見
 

が 
一 
致
し
 
な か 場
合
 に は 、 当

 
事 

者 で ある 
国
民
 
又は 

会 
社
 

が 
その い

ず
れ
 

か 
を 
選
択
 

する 
権
利
 

を 有
す
る
 

。 

系
 十 二 条 

い
ず
れ
 か
 
一
 

方 の 締
約
 

国 
の 
国民 

又は 
会 

社 
が 
実
質
 

的 
な 
利
益
 を 有 

す 
る 
会
 

社 
は 、 他

 
方 の 締

約
 

国 
の 
領
域
 

内 
に 

お 
て 

、 人 克 の 
待
遇
 

を
 
与え ら 

れ
る
 。 

q 
第 

二
条
 

ぇ ak 
規
 

定 
す る 事

項
 

に 
関し 、 第

 
三
国
 
の 国

民
 

又は 
会 社 が 

実
質
 

的 
な 
利
益
 
を 有
す
る
 
同
様
 

の 
会 

社 
に 
与
え
 

られ る 
答
 

遇 は り も 
不 

利
 

で な わい 待
 思 

な 
第
 
三
条
 
、 第

 
五
条
 

1 
か ら 3 

ま 
で 
及
び
 
第
 
大 条 に 

規
定
 

する 
事
項
 

に 
関
し
 
、 当 

談
 

他 
方 

の 
純 

約 
国 

の 
国
民
 
若しくは 

会
 

社 
又 は 第 

三 困 の 
国 

民
 

著 
しく は 

会
 

社 
が 
実
質
 

的 
な 
利益 を 有

す
る
 
同
様
 

の 
会 

社 
に 

与え ら 
カ ヵ る 

待
遇
 
より 

も 
不
利
 

で 
な 
待
遇
 

第
 

十 三条 

ュ 1 
各 

和 
締
約
 国 

は 、 と の 
協
定
 

の 
運用 

に 
影
響
 

を 及ぼ ほす 
問
題
 

に 
関し 他 

方
 

の 
締
約
 

国 
が 
行
う
 
申
入
れ
 に
 

対し て 
好
意
 

的 
考
慮
 

を 
払
い
 め 、 か つ 

、 
そ
の
 
申
入
れ
 
に
 

関す る 協
議
 

の た め の 
紙
 
当 な

 
機
会
 

を 
与え る 。 

2 
と 

の 
協
定
 

の 
解 

釈 
又
は
 
適
用
 

に 
関す る 

両
 
締
約
 

国 
問 の 紛

争
 

で 外交 
交
渉
 

な よ つ 
て 
満
足
 
に 調
整
 

され 
な いも 

の 
は 

、 
仲
 

塚 委
員
 

会 に 決
定
 

の 
た
め
 

和 
付
託
 する 。

 
仲
 

裁 
委
員
 会 

は 、
o
 

の ずれ か
 

一 
方 の 締
約
 

国 が 他 
方
 
の 締
約
 

国 
か ら 縮

 
争 

の 
仲 

載 を 要
請
 

する 
公 

女 
を 
受
領
 

し 
た 

日 か ら 

エ
ジ
プ
ト
 

と の 投
資
 
保護 押 証 
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ェ 
ジ 

プ 
ト 

と 
の 
授
 

姿 保
護
 

協定 

三
 
十 

日 の 期 層 内 名 
秩 

対 国 
が 任命 

する 
各 一 人 の 

仲
 

戴 
委
員
 と 、 

と 
の
 
よ
う
 

に 
し 

て 
選
定
 

され た
 
人
 

の 
仲
裁
 

委
員
 
が
 そ
の
 
後
 
の 三

 
十 

上 日 

の 
期間 

内 に 合
意
 

する 
第 

三 の 促 
鍼 委員 と の 

三 人 の 促 坊 委 
員 で 者 

或
 す る 。 た だ し 、 

第 
三 の 仲 

夫 
愛 員 は 、 ゎ ずれ 

の 
料 

約 国 の 男 民 
で 

も な ぁゃ 
者 と する 

。 
5 

税
 縮 和 

較 
が 任命 

し た 件 
塚 委員 

が ぇ ほ
う
 
その 

後 
の 三 ナ 日 の 

期
間
 内 に 第 

三 の 仲 
談 節 

員 ほ に 
つい て 

合
意
 

し な か つた 
場
合
 

に は 、 
両
 

締約 
国 は 、 国 

際 
司 

法 坊 
腹 

所 長 に 対し 
、 ゎ ず カ の 細 

約
 

国 の 周 

到
 

で も な いい 第 三 の 
仲 

坊 
委 

員 を 
任命 

する よう 
要 

諸 す る 。 

4 
作 

波 委
員
 会 社 、 投 

票 の 過
半
 

数 に よる 
議
決
 

で 
決定 を 

行う 。 決 
定
 は 、 最

 
終 的 な た も の で 、 か つ 、 

拘 
束 力 を 有

す
る
 。 

第
 
十 現 条 

1 
と 

の 
協
定
 は 

、 
批 

稚 
さ 

れ 
な 

けれ ば 
な 

ら 
な 

い 
。 
批
 

稚 
書 

は 、 で 
きま 

る 
限
り
 
速
や
か
 

ぼ だ カ
イ
 

ロ 
で
 
夜
 

換 
さ 

れる 
も 

の 
と 
す
る
 

。 

2 
と 

の 
押
 
定
 

は 、
 
批
 

准 
書 

の 交
換
 

の 
日 

の 
後 

一 
箇
月
 

で 
効
力
 

を 
生ずる 

。 

と 
の 
協
定
 
佐 、 十

 
年 

の 
期
間
 

秒 
力 

を 有
す
る
 

も の の と
し
,
 
そ
の
後
 人 お 

て
 

も 
、 

と 
の 

条 
ほ 

に 
定
め
 

る と
 とろ 

に 
よ 

つ 
て
 

終
了
 する 

時 
まで 

十 
年 

の 
其
 

問 
ずつ 
引
き
 
続
き
 
効
力
 
を 有
す
る
 

。 

s 
い
ず
れ
 の 

「 
方
 
の 締
約
 国
 

も 、 一 
年
 

前 
に 

惣 
方 

の 
締
約
 

国 
だ 

対し て 

書
面
 

だ に よ
る
 
予
告
 
を 

与
え
 

る 
と 

と に よ
り
 

、 
地
 

初 
の 十
 

年 
の 

期 聞 の 
終 

わ
り
 

だ に
 

又は その 
後
 
の 各 

十
 

年 
の 
期
間
 

の 
終
わ
 

りな に と 
の 

押 
征
 

を 
終了 

さ
せ
 

る 
こと と 

が 
で 
き
る
 

。 

4 
と 

の 
協
 

定 
の 

終了 の
 

日 
の 

前 に 取
得
 

され た 
投
資
 

財
産
 
及び 収

益
 

関
し
 て 棄 、 前

 
各 

舞 
の 
規
定
 
は 

、 と の 
協
定
 

の 
終了 の

 
日 

か ら 更 
人 
十 

年
 
間
引
き
 

続
き
 

新 
力 を 有

す
る
 

。 
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以
上
 

の 証
拠
 

と し て 、 下 
名 

は 、 
各
 

自 
の 
政
府
 

か ら 
正
 
当 た 

委
 

尾 を 受 

け 
て 

、 
と 

の 上 協
定
 

に 
署
名
 し た 。 

千 
九
 

百 
七 

十 
七 

年 
= 

月 二 
十 

八 
日 に 東
京
 

で 、 英
 

語 ほ により 
本 

書 
二 通 

を 作
成
 し た 。 

日
 

本
 
国
 
の た め @ 

佐
藤
 

正二 

エ
ジ
プ
ト
 

・ 
ア 
ラ
ブ
 
共
和
 

国
 
の た め 人 に 

AA。・6。・ 
エ
 ル 

。 
ナ 

ー 
ゼ 

ル 

ェ 
ジ 

プ 
ト 

と 
の 投

資
 

保護 
協定 

or 
am 
ウ
ー
 

m
e
]
 

ao[ 
[az 

の 
are 

『rc ヨ ーー ご の 
a
e
 

om 
on 

ヨー 
コ a-』o コ 

o『 
[の 

F
o
e
c
 コ ー 

カロ 「
s
c
 

ヨ コー 

』
 フ マー エ

ー
 
マ
ロ
 

0 
< エ
ロ
エ
ロ
 

ゃ
 

nn 
に 

コ ニ 
の 
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な は コ 
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ご 
の 
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不
動
 産 に 

関
す
 る 権 

利
 と 相互 

主義 

住
宅
 
事業 

に
 

関す る 
特
 遇 

ェ 
ジ 

プ 
ト 

と 
の 
投
資
 
島 護

 
協定 

議
定
書
 

投
資
 

の 和 
奨
励
 
及び 相

互
 
保
護
 

に 
関す る

 
日 

本 
国 

と エ
ジ
プ
ト
 
* ア 

ラプ 

共
和
 

国
 
と の 間 の

 協
定
 
(以下 

[
協
定
 

」 
と 々 うど 

の に 界
 

名 
する の 当 

た 

り
 、 

下 
名 

は 、 
同
 

脇 
定 

の 
不
可
 分 

の 
一 

部 
を な すず 次 

の 
規
定
 

を 
協定 し た 。 

1 
協
定
 
の ハ か か な 

る 
規
定
 も 、

 著 
作
 

権 
に 
関
し
 

、 々 か 
な る 
権
利
 を も 

語
 

与 
し 

、 
又 

は いか 
な 

る 
義
務
 

を も
 
課
す
 

る も の 
と
 

解 
し て 

は な ら な 
わっ ea 

204 
協
定
 

の 々 か な る
 
規
定
 

も ん も 
、 千 カカ 百 

三 十 四
 

年 六 
月 二 | 

日 
に 

ロン 

ドン 
で 
到
 

正 
され た 

工業 
所 有
 

権 
の 
保
護
 

人 に 
関
す
 

る 
千 

八 
百 バ + ナ 三 

年
 
三 

月 二 
十 
日
 

の っ メリ 条
約
 

の 
規
定
 
又は その 

後
 

人 
政 

正 
され た そ 

の 
規
定
 

が 
両
 
締
約
 

国 
の 間 で

 
効
力
 

を 有
す
る
 

限り 
、 と こ
れ
ら
 

の 規
 生 

た な よ
り
 
い
ず
れ
 

か 
一
 

方 の 締
約
 

国 が 他
方
 

の 
締
約
 

国 
に 

対し て 
負う 

義
務
 

を 
害
す
る
 
も の 
と
 

解 
し て 

は な ら な いい 
。 

ね な 
前
 

項 の 規
定
 

の 
適
用
 

を 
妨
げ
 

る 
と 

と な く 
、 

か 
つ 

、 
施
 

定
 第 三条 

1 
の 
規
定
 

に か か わ
ら
 ず 、

 
工 

業 
所 有
 

権 
人 
関
し
 

て ゎ いずれ 
か 
一
 方 

の 
縮 
約
 

国 が 他
方
 

の 
締
約
 

国 の 国
民
 
及
び
 

会 
社 

に 
与え る 

待
遇
 
は 

、 
当
 

恋 
一 

方 
の 
締
約
 

国 の 国
民
 
及
び
 

会 
社 

に 
対し 

て 
与え る

 
待遇 より 

も 
不
利
 

で な いみ 
待
遇
 

ぼ 人 
限
定
 

する 
と と が 

で 
きる 

。 

3 
押 
定
 

第 二
条
 
2 で に 

関
し
 

、 ゎ ず
れ
 の -「- 

方
 
の 締
約
 国 も 、 不

 
動産 人 

関
す
 
る 

権
利
 

の 
享有 なつ 

ゎ 
て 

の 
符 

遇 
が 
相
互
 

主
義
 

に 
服 

す 
べき と 

と 

を 
要
求
 

す
る
 
と と が

 
で き

る
 
。 

4 
住
宅
 

事
業
 
に
関
し
 
、 協

 
定 

第 
二
条
 

za の 
規
定
 

は 
、 

ア ラ
ブ
 

連
 和
 
の
 
構 

成
 

国 
の 
国
民
 
又
は
 
その 

資
本
 
の 過
半
 

数 
が 
一 
若
し
く
は
 

- 二
 
以
上
 
の ア

ラ
 

プ 
連 

盟 
の 
構
成
 

国 
の 
国
民
 

に よ 
つ 

て 
保
有
 

され 
て 
い
る
 
会
 

社 
選 

対し て 

与
え
 

らち られ て み
る
 
待
 
過 を 、

 
日
 

本 
略 

の 
略 

長 
又
は
 その 

資
本
 
の 過

半
 

数 
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か 
一
 
若
し
く
は
 
二
 

以 
上 

の 
アラ 

ブ 
連 

盟 
の 
構
成
 

国 
の 
国
民
 

の よ 
つ 

て 
保 

有 
さ 

れ 
て 

や 々 な らい 
日 

本
 

国 
の 

会 
社 

人 
対し 

て 
与
え
 

る こと 
と を エ

ジ
プ
ト
 ・" 

ァ 
ラ 

ブッ 共 
和 

国
 
々 要
求
 

する 
も の で 

は な いい 
。 

内 
国
民
 

待遇 の 
許 

与 
な 
関す る 協

定
 

第 三
条
 
1 及び 

同
 
条 1q の 規

定
 

す
る
 
事
項
 

な 
関す る 

協
定
 

第 
十 二 条 の 

規
定
 

は 
、 

次 
の と と

 
次 

用 
が 

あ
る
 

6 も の 
と
 

解 
し て 

は な ら 
な わい 

。 

04 
々 
ず
れ
 

か 
一
 

方 の 緒
 

約 
国 の 航

空
 

機 
登
録
 

原 
衛 に 航

空
機
 

を 登録 
す
る
 
条
件
 

及び そ
の
 
登
録
 

か ら 生 
ずる 

事
項
 

な 
船
舶
 
の 国

籍
 
に関する 

事
項
 

又は その 
国
籍
 

か ら 生 
ずる 

事
項
 

次 
の 措
置
 

は 
、 
特
 なの 、 そ 

れ 
が 
介
 

方 
の 
締
約
 

国 の 国
民
 

又は 
会 社 に 

対
し
 

て 
差
別
 

所 
と
 
られ 

た
 
場
合
 

ほ は 、 
協
 

定 
第 三
条
 

az の
 

適用 上
 、 

[
不
利
 

な 待
遇
 

」 と み
な
 す 。 

原
材
料
 

若
し
く
は
 
補
助
 

的 な 物
資
 

、 電
 

力 
若 

し く は 
燃
料
 

又は すべ 
で 

の 
種
類
 
の 生
産
 

若しくは 
操
業
 

の 
手
段
 

の 
員 

入 
を 
制
限
 
する と
 と 、 

国
内
 

又は 
国
外
 

な お ぁ け る 
産
品
 

の 販
売
 

を 
妨
害
 

すず 
る こと 

、 人 資
金
 
調達 

又
は
 
企
業
 

間 
商 

業 
信用 の 

設
定
 

を 
制
限
 

する と こと その 
他 
同
 

様 の 効果 
を 
有
す
る
 
措
置
 

協
定
 

修
三
 

条 z の
 

規
定
 

に か 
か 

わら ず 、 ゎ ず
れ
 

の 
一 

方 の 締
約
 国 

も
 、
 
自
 

国 
の 
領
域
 

内 人 * ぁ いで て で 、
 
銀
 

行 
業 

に 
関す る 

活
動
 

及び 船
舶
 

又 
は 
毅
 

舶 
人 

関す る 
利
益
 
の 取
得
 

代 
関 

し て 外
国
 

人 た 
内 
国
民
 

待遇 を 
与 

え
る
 
限
度
 

つい て 
、 
制
 

限 
を 
行
う
 

こと と 
が で きる 

。 

協
定
 

第
 
三
条
 

z の
 
規
定
 

は 、 々 ず
れ
 が か 

一 
方 の 矯

 
約 

国 が 自
国
 

の 信 

域
内
 

に ぉ ける 
外
国
 
人 及び 

外
国
 

会 
社 

の 
活
動
 

な 
関し て 

特
別
 
の 手

続
 

を
 

定
め
 

る と と を
 

妨
げ
 

る も の 
で 

は 
な 

め 
。 

た 
だ 

し 
、 

そ 
の 
手
続
 は 、 

同
 

条 z ほ 
規
定
 
する 

権
利
 

を 
実
質
 

的 
に 
害
す
る
 

も 
の で あつ 

て は 
な
ら
 

な
 いい 。 

ェ 
ジ 
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、 
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投
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保
護
 
協定 
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為
替
 

制限 

エ
ジ
プ
ト
 

と の
 授
 
資
 保
護
 
協定 

9 
や 々  ず
れ
 の
 
一
 

方 の 和 
約
 国 も 、 投

 
資 

を 
行 

へ 
及び それ 

の 
関
連
 

する 

活
動
 

を 
行う 

と と を 
目
的
 

と し て 
当 

謗
 

一 
方 

の 
締
約
 

国 
の 
領
域
 

々 入国 

し 
及
び
 
滞
在
 

する 
希
望
 

を 有
す
る
 
他
方
 

の 
締
約
 

国 
の 
国民 の 入

国
 
、 浅 

在
 
及 び 

居
 

住 
に 

関す る 申
請
 

の 
対し 、 自

 
国 の 

関
係
 
法
令
 

な 
従い 、 好 

意
 

的 
考
慮
 
を 

払
う
 

も 
の と する 

。 

n 
協
定
 

第 三
条
 

の 
規
定
 

か 
か 

わら ず 、 ゎ ず
れ
 の
 

一 
方 

の 
綺 

約 国 も 、 

相
互
 

主
義
 
に 基

づ
き
 
、
 
又 

は 
三
重
 

課税 の 回
 

避 
若 

し く は 
脱
税
 

の 
防止 

の 
た 

め 
の 
協
 

定 
に より 

、 
租
 

税 
人 

関す る 
特
別
 

の 
利
益
 

を 
与え る 

権利 

を 
留
保
 

する 。 

ュ 1 
補
償
 
の
 
支
払
 

の に つい て
 

定め る 
協
定
 

第 五
条
 
az 

及び 3 
の 
規
定
 

は 
、 

い
ず
れ
 

か 
一
 

方 の 締
約
 

国 の 国
民
 
及
び
 

会 
社 

が 、 他
 

方 
の 
締
約
 

国 の 令 

域
内
 

に お で て 収
用
 
、 国 

有 
化
 
若しくは 

制
限
 
又
は
 

と れ ら とし 同
等
 

の 

効
果
 

を 有
す
る
 
そ
の
 

他 
の 
措
置
 

の 
対
象
 

と な る 
授
 
資 財

産
 
及び 

収益 ぼ 

直
接
 

又は 聞
 

接 に 有
す
る
 
利
益
 

な 
つい て 

も 
適
用
 

する 
。 

au 
協
定
 

瓜 八 条 の
 規
定
 

は 、 ゎ ず
れ
 か
 
一
 

方 の 締
約
 国 が 、 国 

際 
通 

任 

基
金
 

協
定
 

の 
締
約
 

国 
と 

し て 有
す
る
 

か 
又
は
 
有
す
る
 

と 
と 

が 
あ
る
 

格 
利 

及
び
 
義
務
 

に 合
致
 

すけ る よう 
な 
為
替
 
制
限
 

を 
誤 

す 
る と と を

 
妨げ る も 

の 
で 

は 
な 

い 
。 

バー 
協
定
 

第 
十 二 

条 ほ におい ゎ て 
、
「
 
実
 
質 和 的 

な 
利益 

」 と は 、 
会
 社 を を 支 

配
 

し 
、 

又 
は と れ た 

決
定
 

的 
な 
影
響
 

力 を 
及ぼ 

すこ とこ と を
 

許す よう 
な 

程
度
 

の 利
益
 

を か いう 。 ゎ ず
れ
 カ か
 
一
 

方 の 締
約
 

国 
の 

国民 及び 
会
 
社 が 

有
す
る
 
利
益
 
が
 
実
質
 

的 
な 
利
益
 

た 
当
た
る
 

か どう 
か 

は 
、 
個
 

々 の
 場
合
 

な 
お ぉ ぁ わ て で 

両
 

締
約
 

国 
間 

の 
協
議
 

に よ ょ つて 
決
定
 

され る 
。 
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千 
カ 
百
 

七 
十 

七 
年 一 

月 二 十 入
 

日 に 東
京
 

で 、 英
 

語 
に より 

本 
書 

二 
通 

を 
作
成
 し た o。 

日
 

本
 
国
 の た め ほ 

佐
藤
 

正二 

エ
ジ
プ
ト
 

・ 
ア ラブ 
共
和
 

国
 の た め に 

A
G
e
。
 エ ル ・ ナ

 
ー ゼ ル 

エ
ジ
プ
ト
 

と の
 投
 
次
 
保
護
 
協定 

セロ 
マロ 

コロ 
ロ
ー
】
o
a
e
o
)
 

コ
ー
 

の 
ロコ 

ロー】w 
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住
宅
 

事業 
の 
定
義
 

ェ 
ジ 

プ 
ト 

と 
の 
投
資
 

保護 押 
定 

| 
訳
 さ 

合
意
 

され た 議
事
 

録 

下 
名 

は 、 
本
 

日 
署
名
 

され た 
投
資
 

の 
奨
励
 反 び 相

互
 

保
護
 

な 
関す る 

日 

本
 

国 
と 
エ
ジ
プ
ト
 ・ ア 

ラブ 
共
和
 

国 と の 
問 

の 
協
定
 
(以下 

[「 協
 
定 ]」 と 

か 
う 

。) 
の 
交
渉
 

に まい 
て 
到
達
 

し 
た 

次 の 了
解
 

を 記 
角 

す る 。 

1 
協
定
 

第 五
条
 

に ハ う 
補
償
 
に は 、 

国 
際
 

法 
な 

基づい ゃ て
 

適
当
 

と みな 

さ
れ
 

る 
延
滞
 
支
払
 

金 
を 

営 
所 

と と が
 

確
認
 

され る 
。 

2 
協
定
 

第 
八条 

に 
規
定
 
する 事

項
 

に は 、 
各 
締
約
 

国 
の 
関
係
 
法令 な 基 

づ
く
 
通
常
 

の 
為替 

換
算
 

亡 
を 
含
む
 
こと 
が
 

確
認
 

され る 。 

3
 

中
東
 

ほ に ぁ 
け
る
 
最
近
 

の 
事
態
 

の 
結
果
 

と 
し 

て 
、 

エ ラブ 
ト 

・ 
ア 

ラク 

ププ 
共
和
国
 

に ぁ け 
る 
住
宅
 
事
情
 

に つ ゎ 
て 
現
在
 

特
殊
 な 状

況
 

が 
存在 

し
 、 か 

つ 
、 

そ 
の 
状
況
 

の 下 に お い
て
 
、 ア 

ラ
ブ
 
連
盟
 

の 構
成
 

国 が 

ェ
 

ラ ラプ ト 
・ 

ア 
ラ
ブ
 
共
和
 

国 
に * ぁ ける 

役
 
興 と 

復旧 に 貢
献
 

し て や 
る 

こと と 
に 

か 
ん 

が 
み 

、 
協
 

定 
の 
議
定
書
 

4 にゃ 
う 
住
 

宅 
事
業
 

対す 

る 
投
資
 

は 
、 

ア ラプ 
連
盟
 

の 
構
成
 

国 
の 
国
民
 
及び その 

資
本
 

の 過
半
 

数
 

が 
一 

又は 
二
 

以 
上 

の 
アラ ブ 

連 
盟 

の 
構
成
 

国 
の 
国
民
 

に よ つ 
で 保 

有 
さ 

れ 
て 
れ
る
 
会
 

社 
の た め 

ぼ
 

留 
介
さ
 
れる べき 

で 
ある 

と 
と 

が 
認 

め 
ら 
れ
る
 。 

な 
協
定
 
の 議
定
書
 

4 に お い
て
 、[「 
住
 

宅 事
 
業
 」 と は 、 

共 
同 

住宅 

及
び
 
個
別
 
住
宅
 

の よう な 
居
住
 

の 
用 

に 
供 

さ れ
る
 
築
 

物 ( 
ホ テル 

及
び
 
事
務
 
所 を

 
除く 

。) の 
所 

有 
を
 

伴
う
 
住
宅
 

の た め の 
事
 

業 
で あつ 

て 
投
資
 

を 
目
的
 

と し て
 
行
わ
 
れる も の 

を 
々 
うと 

と 
、 
及
 

び て の よ 

う
な
 
事
業
 

の 
分 

野 
に ぉ ける 

建
設
 

業 
又は 

経
営
 

は 、 居
 

住 
の 用 に 供 
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4 
協
定
 

の 
議
定
書
 

ユ に お わか て 、 
及
び
 
会
 

社 が 投
資
 

財
産
 
及び 

収
益
 
に 間
接
 
有
す
る
 
利
益
 
[
と
 は 、 み ゎ 

ず
れ
 か
 
一
 

方 の 締
 

対 困 の 
国
民
 
及び 

会
 

社 
が 、 直 

接 
の 利
益
 

を 有
す
る
 

他 
の 
会
 

社 
を 

通じ て 、 
投
 

資 
財 

産 
及 

び 
収 

益 に 有
す
る
 
利
益
 

を 
含む と 

と 
が 
了
解
 され る 。 

さ
れ
 

る 
建
築
 

動 
を 記 有 

する 
こと 

な 
く
 

営 
まれ る 

限り 
、 

住 
宅 
事業 

な
 

含ま きれ 
な いか と 

と 
が 
了
解
 

され る 。 

「 
い ず
れ
 が か 

一
 

方 の 締
約
 

国 の 国
民
 

千 
九
 

百 
七 

十 
七 

年 
一 

月 
ニ 
十
 

信 日 に 
東
京
 

で 

日
 

本
 
国
 
の た め の 

佐
藤
 

正二 

ェ
 

ゾ プ
 ト
 

・ 
ア 
ラ
ナ
 
共
和
 

国
 
の た め @

 

A
。
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(参考 ) 
この 

協
定
 

は 、 エ ジ プ ト 
・ ア ラブ 

共
和
 

国 と の 聞 の 
経済 

協力 
を 強化 

し 、 資 
本 及び 

技
術
 

の 交
流
 

を 
促進 する 

た
 め 、 投
 

資 の 許可 、 事 
業 援助 

、 
出 訴 権 

、 送 金 等 に 関す 
る 

待遇 
、 
収 用 

、 国 
有 化 され た 

場
合
 

等 の 補 代 措置 
等
 

に 
つい て

 
定
め
 

た 
も 

の で あろ る 
。


